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Ｅ
Ｕ
：
二
〇
世
紀
型
統
合
と
二
一
世
紀
の
現
実

田　

中　

素　

香

は
じ
め
に

　

今
日
の
講
演
の
依
頼
を
受
け
た
際
、
主
催
者
か
ら
、
Ｅ

Ｕ
の
現
状
と
将
来
を
展
望
す
る
よ
う
な
骨
太
の
話
を
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
上
梓
し

た
ば
か
り
の
『
ユ
ー
ロ
危
機
と
ギ
リ
シ
ャ
反
乱
』
の
内
容

に
沿
っ
て
お
話
し
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
骨
太
の
話
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
そ
う
い
う
わ
け
に
も
ま
い
り

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
結
果
、「
Ｅ
Ｕ　

二
〇
世

紀
型
統
合
と
二
一
世
紀
の
現
実
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お

話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

お
手
元
に
レ
ジ
ュ
メ
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
最
初

に
、
今
年
一
月
四
日
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ

で
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ュ
ン
シ
ャ

ウ
が
書
い
た
コ
ラ
ム
の
概
要
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
今
、
Ｅ
Ｕ
に
は
三
つ
の
デ
バ
イ

ド
又
は
分
断
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
が
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
断
、
二
つ

目
が
、
ユ
ー
ロ
ス
ケ
プ
テ
ィ
ク
ス
（
統
合
懐
疑
主
義
者
）

と
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ル
（
統
合
推
進
主
義
者
）
の
分
断
、
三

つ
目
が
、
社
会
的
に
リ
ベ
ラ
ル
な
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
独
裁
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的
な
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
断
で
す
。

　

コ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
今
後
一
年
間
を
展
望

し
て
、
八
つ
の
リ
ス
ク
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目

が
、
六
月
二
三
日
に
行
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
、

二
つ
目
が
難
民
の
流
入
、
三
つ
目
が
ギ
リ
シ
ャ
の
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
、
四
つ
目
が
イ
タ
リ
ア
の
半
ば
破
綻
し
て
い
る
銀

行
シ
ス
テ
ム
、
五
つ
目
が
財
政
政
策
を
巡
る
ド
イ
ツ
と
周

縁
諸
国
の
対
立
、
六
つ
目
が
ジ
ハ
ド
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
上

昇
、
七
つ
め
が
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
政
治
的
不
安

定
、
八
つ
目
が
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
事
件
で
す
。

　

い
ず
れ
も
大
き
な
問
題
で
す
。
た
だ
、
ミ
ュ
ン
シ
ャ
ウ

の
結
論
は
、「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
反
統
合
、

反
民
主
主
義
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
分
離
を
付
け
加
え
、
Ｅ
Ｕ
を
機
能
不
全
に
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
私
は
分
裂
や
不
和
を
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
脅
威
と
は
見

ず
に
、
捉
え
る
べ
き
機
会
と
見
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
あ
た
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で

す
。
日
本
人
で
す
と
、
す
ぐ
に
崩
壊
論
に
陥
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
む
し
ろ
、
分
裂
や
不
和
を
チ
ャ
ン
ス

（opportunities

）
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
二
〇
一
六
年
に
対
す
る
私
の
予
想
は
、
わ
れ

わ
れ
は
さ
ら
な
る
不
和
を
見
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
私
の
希
望
は
そ
れ
が
賢
明
に
マ
ネ
ッ
ジ
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
一
九
五
二
年
に
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
（
欧
州
石
炭
鉄
鋼

共
同
体
）
が
発
足
し
て
か
ら
六
〇
年
余
り
が
経
過
し
、
Ｅ

Ｕ
は
、
今
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
も
最
大
級
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
以
下

で
は
、
資
料
２
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、
二
〇
世
紀
欧
州
統
合

モ
デ
ル
の
環
境
・
理
念
・
発
展
、
二
一
世
紀
初
頭
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
現
実
、
評
価
と
展
望
の
三
つ
の
大
き
な

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
、
二
〇
世
紀
欧
州
統
合
モ
デ
ル

（
経
済
統
合
の
深
化
）

　

資
料
３
ペ
ー
ジ
の
図
は
、
二
〇
世
紀
の
欧
州
統
合
モ
デ

ル
を
表
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
構
想
は
一
九

五
〇
年
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
創
設
さ
れ
た
の
が
、

一
九
五
二
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
で
す
。
こ
の
共
同
体
は
、
戦
略

物
資
で
あ
る
石
炭
と
鉄
鋼
を
共
同
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
と
西
ド
イ
ツ
の
不
戦
体
制
を
作
る
と
い
う

戦
後
特
有
の
課
題
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は
鉄

鋼
を
中
心
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
本
題
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
対
米
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
の
た
め
、
統
合
の
深
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
す
。
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
間
に

は
、
一
人
当
た
り
所
得
に
せ
よ
技
術
レ
ベ
ル
に
せ
よ
非
常

に
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
し
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
復
興

を
図
り
、
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
一

九
五
八
年
に
、
第
二
段
階
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
経
済
共
同

体
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
関
税
同
盟
で
一
九
六

八
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
同
じ
頃
に
農
業
共
同
市
場
も
完

成
し
ま
す
。
こ
の
共
同
体
は
、
域
内
で
物
の
自
由
な
移
動

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
度

成
長
に
貢
献
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
ア

メ
リ
カ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

図
で
は
、
第
三
段
階
と
し
て
「
Ｅ
Ｃ　

域
内
市
場
」
と

記
載
し
て
い
ま
す
。
域
内
で
単
一
市
場
を
創
設
し
、
物
だ

け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
、
人
、
企
業
な
ど
の
自
由

な
移
動
が
可
能
な
巨
大
な
市
場
を
作
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
一
九
八
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
一
九
九
二
年
に
完
成
し

て
、
域
内
の
税
関
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
に

は
、
人
の
自
由
移
動
が
実
現
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で
国

境
を
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
銀
行
を
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含
む
金
融
部
門
や
運
輸
部
門
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
統

合
は
、
や
や
完
成
が
遅
れ
て
二
一
世
紀
に
ず
れ
込
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
四
段
階
と
し
て
、
一
九
九
九
年

に
域
内
の
単
一
通
貨
で
あ
る
ユ
ー
ロ
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
一
九
九
三
年
に
は
、
経
済
・
通
貨
同
盟
に

加
え
、
共
通
外
交
・
安
全
保
障
政
策
及
び
警
察
・
刑
事
司

法
協
力
を
担
う
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
半
の
第
一
段
階
と
第
二
段
階
は
、

経
済
の
各
部
門
の
統
合
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
関
税
同
盟
は
貿
易
部
門
の
統
合
で
す
。
後
半
の
第
三

段
階
と
第
四
段
階
は
、
広
域
国
民
経
済
の
形
成
、
つ
ま
り

Ｅ
Ｕ
型
の
国
民
経
済
の
形
成
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
間
に
は
時
間
的
な

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
第
二
段
階
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
関
税
同

盟
は
一
九
六
八
年
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
第
三
段
階
の
域

内
市
場
の
統
合
が
始
ま
る
の
は
一
九
八
五
年
で
す
。
こ
の

間
に
一
五
年
ぐ
ら
い
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
の
時
期
を

指
し
て
「
統
合
の
暗
黒
時
代
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
物
の
自
由
移
動
か
ら
単
一
市
場
へ
の
移
行
は
そ
れ
だ

け
難
し
く
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、
や
む
を
得
ず
飛
躍

し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
拡
大
）

　

資
料
４
ペ
ー
ジ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
地
理
的
な
拡

大
の
状
況
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
の
始
ま
っ
た
一
九
五
二
年
時
点
で
は
、
ベ
ル

ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
六
ヶ
国
の
共
同
体
で
し
た
。
そ
の

後
、
一
九
七
三
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ

ギ
リ
ス
が
、
一
九
八
六
年
ま
で
に
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ス
ペ
イ
ン
が
加
盟
し
ま
し
た
。
以
上
が
、
単
一
市
場

統
合
が
始
ま
っ
た
と
き
の
一
二
の
メ
ン
バ
ー
国
で
す
。
さ

ら
に
、
一
九
九
五
年
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
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ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
加
盟
し
て
、
二
〇
世
紀
中
に
一

五
ヶ
国
に
よ
る
連
合
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
二
〇
〇
四
年
に
、
バ
ル
ト

三
国
（
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
）、
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
ヶ
国
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ

キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）、
マ
ル
タ
、
キ
プ

ロ
ス
が
加
盟
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
に
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
、
ま
た
、
二
〇
一
三
年
に
ク
ロ

ア
チ
ア
が
加
盟
し
ま
し
た
。
今
、
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
こ
で
挙
げ

た
二
八
ヶ
国
の
連
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
統
合
は
二
一
世
紀
の
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
一
九
ヶ
国
が
ユ
ー
ロ
圏
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
５
ペ
ー
ジ
は
、
拡
大
の
進
展
状
況
を
地
図
で
表
し

た
も
の
で
す
。
ト
ル
コ
と
西
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
セ
ル
ビ
ア

や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
な
ど
は
、
現
状
、
加
盟
候
補
国
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

（「
短
い
二
〇
世
紀
」
に
対
応
し
た
統
合
モ
デ
ル
）

　

イ
ギ
リ
ス
に
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
と
い
う
歴
史

家
が
い
ま
す
。
彼
は
、「
短
い
二
〇
世
紀
」
と
い
う
考
え

方
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
資
料
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。
彼
は
、
二
〇
世
紀
を
「
戦
争
と
革
命
の
世
紀
」
で
あ

る
と
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
一
九
一
四
年
か

ら
、
革
命
で
生
ま
れ
た
ソ
連
が
崩
壊
し
た
一
九
九
一
年
ま

で
を
二
〇
世
紀
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、

一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
ま
で
は
、

「
長
い
一
九
世
紀
」
が
続
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
、
こ
の
「
短
い
二
〇
世
紀
」
を
三
つ
の
時
代
に
分

け
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
一
九
一
四
年
の
第
一
次
世
界
大
戦

の
始
ま
り
か
ら
一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了

ま
で
の
「
破
局
の
時
代
」、
そ
の
後
、
一
九
七
三
年
の
第

一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
「
黄
金
時
代
」、
そ
し
て
、

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
不
況
か
ら
一
九
九
一
年

の
ソ
連
崩
壊
ま
で
の
「
危
機
の
時
代
」
で
す
。
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破
局
の
時
代
は
三
〇
年
余
り
続
き
ま
し
た
。「
三
〇
年

戦
争
」
期
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
戦
争
と
ナ

チ
ズ
ム
な
ど
の
惨
劇
を
反
省
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
黄
金
時
代
を
生
み
出
す
上
で

大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
、
世
界
は
、
先
進

資
本
主
義
圏
、
共
産
圏
、
発
展
途
上
圏
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
う
ち
、
共
産
圏
と
発
展
途
上
圏

は
基
本
的
に
閉
じ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
隣
に
は
中
国
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
躍
進
や
文
化
大
革
命
に
手
一
杯
で
、

貿
易
面
で
も
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
く
、
金
融
に
至
っ
て
は

全
く
関
係
が
な
い
と
い
う
形
で
、
閉
じ
た
世
界
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

　

唯
一
、
開
い
て
い
た
の
は
先
進
資
本
主
義
圏
で
し
た
。

先
進
資
本
主
義
圏
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体

制
の
下
で
自
由
貿
易
が
推
進
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
最
新

技
術
を
導
入
し
て
高
度
成
長
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
統
合
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
復
興
を
目
的
と
し

て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
前
半

ま
で
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
世
界
の
中
心
で
し
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
の
後
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
世
界
を
牛
耳
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
復
興
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
と
い
う
政
治
的
な
意
思
を
持
っ
て
統
合
が
進
め
ら
れ
た

わ
け
で
す
。

（
二
〇
世
紀
統
合
モ
デ
ル
の
目
標
―
―
対
米
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
（
経
済
））

　

資
料
７
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
統
合
は
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
思
想
に
基
づ
い

て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
よ
う
に
、
反
戦
平

和
主
義
、
国
際
主
義
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。
厄
介
な

地
域
は
ソ
連
圏
が
抑
え
て
お
り
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
が
閉
じ

て
い
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
条
件
の
下
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
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統
合
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
、

モ
ダ
ン
は
、
帝
国
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ベ
ー
ス
と

し
て
い
ま
す
。

　

統
合
に
加
わ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
は
、
植
民
地
の
独
立
が
進
む
中
で
、
互

い
の
市
場
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
平
貿
易
、
工
業
国

間
貿
易
を
推
進
し
ま
し
た
。
関
税
同
盟
に
よ
っ
て
物
の
自

由
な
移
動
を
実
現
し
、
規
模
の
経
済
を
享
受
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
れ
ら
の
大
陸
諸

国
と
は
異
な
り
、
大
英
帝
国
を
ベ
ー
ス
に
、
旧
植
民
地
に

対
し
て
重
化
学
工
業
品
を
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長

す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
後
に
、
こ
う
し
た
大
英
帝
国
構

想
は
破
綻
し
、「
イ
ギ
リ
ス
病
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
病

人
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
緯
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
六
一
年
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ

の
加
盟
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
国
単
位
で
、
ケ
イ
ン
ズ
型
の

マ
ク
ロ
経
済
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
特

に
金
融
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
型
、
フ
ラ
ン
ス
型
、
イ
タ

リ
ア
型
、
イ
ギ
リ
ス
型
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
ご
と
に
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
体
制
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
へ
の
取

り
組
み
は
部
門
ご
と
に
行
わ
れ
、
単
一
市
場
の
形
成
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（「
統
合
の
暗
黒
時
代
」
か
ら
市
場
統
合
へ
）

　

資
料
８
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
一
九
六

八
年
に
関
税
同
盟
、
農
業
共
同
市
場
が
で
き
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ

条
約
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
後
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
は
混
乱
の
時
代
で
、
二
度
に
わ
た
っ
て
石

油
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
高
い
イ
ン
フ
レ
率
と
失
業
率
が

並
存
す
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
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よ
う
な
中
で
、
通
貨
統
合
の
構
想
が
持
ち
上
が
り
ま
す

が
、
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
八
五
年
に
な
っ
て
、
単
一
市
場
統
合
を

進
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
が
ス
タ
グ
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
り
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
が
崩
壊
す
る
中

で
、
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。
各
国
は
、

緊
縮
に
よ
っ
て
失
業
者
を
出
し
て
で
も
、
イ
ン
フ
レ
期
待

を
抑
え
、
資
本
主
義
の
再
生
産
軌
道
を
立
て
直
す
と
い
う

政
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
各
国
経
済
が

言
わ
ば
マ
ル
ク
ス
型
の
不
況
に
陥
る
中
で
、
単
一
市
場
統

合
へ
の
足
場
固
め
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
八
七
年
に
、
単
一
欧
州
議
定
書
に
よ
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条

約
の
改
正
が
発
効
し
、
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
単
一
市
場
統

合
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

経
済
成
長
が
復
活
し
、
域
内
だ
け
で
な
く
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
が
、
ソ
連
よ
り

Ｅ
Ｃ
と
の
関
係
を
深
め
た
方
が
良
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
東
ド
イ
ツ
も
同
じ
方
向
に
変
化
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
九
一
年
末
に
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合

を
、
単
一
市
場
統
合
か
ら
通
貨
統
合
に
深
化
さ
せ
る
と
い

う
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
条
約
の
合
意
と
同
じ

日
に
ソ
連
が
崩
壊
し
た
た
め
、
こ
の
日
は
、
二
〇
世
紀
の

歴
史
に
お
い
て
も
特
別
な
日
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ッ
テ
ラ

ン
、
コ
ー
ル
な
ど
、
当
時
の
首
脳
は
、
翌
日
の
世
界
の
新

聞
の
一
面
は
間
違
い
な
く
通
貨
統
合
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
各
紙
の
一
面
ト
ッ
プ
を
飾
っ

た
の
は
ソ
連
の
崩
壊
で
し
た
。
ソ
連
が
崩
壊
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
戦
争
と
革
命
の
「
短
い
二
〇
世
紀
」
が
終
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
九
九
〇
年
代
―
―
統
合
深
化
に
よ
る
時
代
対
応
）

　

資
料
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
Ｅ
Ｕ
は
、
単
一
市
場
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の
成
功
を
受
け
て
、
単
一
通
貨
の
導
入
に
踏
み
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
、
女
王

陛
下
像
の
入
っ
て
い
な
い
紙
幣
は
使
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
単
一
通
貨
の
導
入
に
強
硬
に
反
対
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
失
脚
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

が
、
結
果
的
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
共
に
単
一
通
貨
へ
の
参
加
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
な
ぜ
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
優
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
、
ア
メ
リ
カ
は
経
済
規

模
が
大
き
く
、
規
模
の
経
済
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

か
ら
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

に
立
て
ば
、
関
税
同
盟
を
作
り
、
次
に
単
一
市
場
を
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
規
模
で
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
通
貨
を
統
合
し
、
単
一
通
貨
が
実
現
す
る
と
こ
ろ

ま
で
行
け
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
通
り
完
成
す
る
わ
け
で

す
。

　

た
だ
し
、
通
貨
統
合
に
は
独
自
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
な
ど

の
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
当

時
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
欧
州
通
貨
制
度
）
に
は
こ
れ
ら
の
国
々
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
初
の
構
想
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ

を
基
に
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
だ

け
で
、通
貨
統
合
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

通
貨
統
合
の
設
計
は
ド
イ
ツ
に
任
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ

ツ
は
、
先
進
国
だ
け
で
通
貨
統
合
を
進
め
る
こ
と
を
前
提

に
、
非
連
帯
型
の
制
度
を
設
計
し
ま
し
た
。
加
盟
国
が
危

機
に
陥
っ
て
も
、
財
政
支
援
は
行
わ
な
い
と
い
う
制
度
で

す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
リ
ス
ボ
ン
条
約

の
一
二
五
条
に
は
、
非
救
済
条
項
と
し
て
、
財
政
赤
字
は

自
国
で
処
理
す
る
と
い
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
二
三
条
に
は
、
中
央
銀
行
は
国
債
を
直
接
購
入

し
な
い
、
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
を
起
こ

し
た
り
、
危
機
を
起
こ
し
た
り
し
な
い
国
だ
け
で
通
貨
統
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合
に
進
も
う
と
い
う
も
の
で
、
意
地
悪
く
見
れ
ば
、
問
題

が
生
じ
て
も
、
ド
イ
ツ
は
金
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
が
通
貨
統
合
に
入
り
、
や
や
遅
れ
て
ギ
リ
シ
ャ
も

入
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
水
平
型
の
通
貨
同
盟
が
想
定
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は
垂
直
型
の
通
貨
同
盟
が

で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約
）

　

資
料
10
ペ
ー
ジ
に
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
基
本
条
約
を
載
せ
て
い

ま
す
。
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
か
ら

始
ま
り
、
関
税
同
盟
・
共
通
農
業
政
策
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ

条
約
、
単
一
市
場
統
合
に
関
す
る
単
一
欧
州
議
定
書
を
経

て
、
通
貨
統
合
を
含
む
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
ま
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
は
質
的
に
深
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
と
ニ
ー
ス
条
約
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
憲
法
条
約
は
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
で
拒
否
さ
れ
て
実
現
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
そ
の
内
容
を
八
割
方
受
け
継
い
で
リ
ス
ボ
ン
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
拡

大
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度
作
り
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る

国
が
出
た
と
き
の
対
応
な
ど
、
細
か
い
規
定
を
置
い
て
い

る
の
で
す
が
、
通
貨
統
合
を
超
え
た
、
統
合
の
深
化
を
図

る
よ
う
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
今
の

Ｅ
Ｕ
が
持
っ
て
い
る
条
約
は
、
ま
だ
二
〇
世
紀
型
統
合
モ

デ
ル
の
域
を
出
て
い
な
い
の
で
す
。

（
ま
と
め
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
先
日
、
Ｅ
Ｕ
と
の

間
で
、
イ
ギ
リ
ス
はever closer union

（
ま
す
ま
す
緊

密
化
す
る
同
盟
）
に
入
ら
な
い
と
い
う
約
束
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
こ
れ
を
前
提
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
残
留
の
是

非
を
問
う
、
六
月
の
国
民
投
票
に
臨
も
う
と
し
て
い
る
わ
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け
で
す
。

　
「
ま
す
ま
す
緊
密
化
す
る
同
盟
」
と
い
う
言
葉
は
、
Ｅ

Ｅ
Ｃ
条
約
で
も
、
Ｅ
Ｕ
条
約
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
常

に
統
合
を
進
め
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
表
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
一
九
九
九
年
の
通
貨
統
合
に

お
い
て
、
こ
の
考
え
方
に
従
っ
て
ユ
ー
ロ
圏
に
入
っ
た
国

と
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
置
い
た
イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、「
二
段
階
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
現
実
の
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
、
二
〇
世
紀
の
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
独
自
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
役
割

は
、
日
本
に
と
っ
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
前
の
め
り
に
進
め

よ
う
と
す
る
動
き
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
冷
静
な
態
度
を

取
っ
て
、
ブ
レ
ー
キ
役
を
果
た
し
た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
九
九

〇
年
代
の
初
め
ま
で
、
日
本
は
Ｅ
Ｕ
と
の
貿
易
摩
擦
で
非

常
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
イ

ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
後
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
と
連
携
し

て
、
保
護
主
義
的
な
傾
向
の
強
い
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
ラ
テ
ン
系
諸
国
を
抑
え
て
、
自
由

貿
易
主
義
の
政
策
を
貫
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
はGatew

ay to Europe

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
玄
関
口
）
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
は
英
語
国
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

日
本
の
企
業
あ
る
い
は
金
融
機
関
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
拠
点

を
置
く
と
こ
ろ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。
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二
、
二
一
世
紀
初
頭
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

の
現
実

⑴
　
二
一
世
紀
初
頭
の
世
界
経
済

　

資
料
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
流
に

申
し
ま
す
と
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
と
と
も
に
「
短

い
二
〇
世
紀
」
が
終
わ
り
、
一
九
九
二
年
か
ら
二
一
世
紀

に
入
っ
て
、「
長
い
二
一
世
紀
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
進
ん
だ
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
す
。
こ
れ
を
、
後
で

申
し
上
げ
る
第
一
次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
区
別
し
て
、
第
二

次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
金
融
も
経
済

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
先
進
資
本
主
義
国
が
全
世
界
を
市

場
経
済
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
九
世
紀
の
一
八
七
〇
年

代
半
ば
か
ら
、
第
一
次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
も
言
う
べ
き
状

況
が
進
展
し
ま
し
た
。
列
強
が
、
争
っ
て
世
界
各
地
の
植

民
地
化
を
進
め
ま
し
た
。
二
〇
世
紀
の
初
め
に
は
、
世
界

中
、
こ
れ
以
上
分
捕
る
と
こ
ろ
が
な
い
ぐ
ら
い
、
徹
底
し

て
植
民
地
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
二
次
に
わ

た
る
世
界
大
戦
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
結
末
は
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

　

第
二
次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
順
調
に
進
ん
で
き
た
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を

境
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
将
来
、
第
二

次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ど
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
る
か
、
今

の
時
点
で
は
見
通
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

あ
え
て
申
し
ま
す
と
、
新
し
い
「
世
界
三
分
割
」
が
現

れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
世
界
が
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
、
モ
ダ
ン
、
プ
レ
・
モ

ダ
ン
の
三
つ
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
間
の
対
立
が
出
て
き
て

い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
資
本
主
義
の
支
配
は
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
ユ
ー
ロ
危
機
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
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て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
先
進
諸
国
に
お

い
て
、
格
差
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
共
和
党
の
大
統
領
予

備
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
候
補
が
独
走
し
て
い
ま
す
。
彼
の
演

説
を
聞
い
て
お
り
ま
す
と
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
の
流

入
を
防
ぐ
た
め
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に
国
境
の
障
壁
を
作
ら

せ
る
と
い
っ
た
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
失
業
率
が
四
・
九
％
ま
で
下
が

り
、
ほ
と
ん
ど
完
全
雇
用
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
候
補
の
独
走
と
い
う
理
解
し

難
い
現
象
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
格
差
問
題
を
抜
き
に
し

て
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

⑵
　
二
一
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
環
境

　

資
料
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
二
一
世
紀
初
頭
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
環
境
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
世
紀
に
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
で
、
人
の

移
動
も
含
め
、
四
つ
の
自
由
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
巨
大
な
企

業
、
金
融
機
関
が
Ｅ
Ｕ
全
体
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
コ
ア
（
核
）
で
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
が
ペ
リ
フ
ェ
リ
ー
（
周
縁
）
と
い
う
、
コ
ア
・
ペ
リ

フ
ェ
リ
ー
構
造
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
二
八
の
加
盟
国

の
間
で
、
対
立
の
構
造
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
、
共
産
圏
に
属
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
国
際
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
国
際
主
義
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
国
々
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
と

い
う
よ
り
モ
ダ
ン
で
、
む
し
ろ
ニ
ュ
ー
・
モ
ダ
ン
と
呼
ん

だ
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
支
配

さ
れ
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
が
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
く
、
す
ぐ
に
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
に
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な
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
そ
の

よ
う
な
独
特
の
国
々
と
の
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

プ
レ
・
モ
ダ
ン
は
「
近
代
以
前
」
と
い
う
こ
と
で
、
近

代
国
家
が
そ
も
そ
も
成
立
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
脆
弱

国
家
や
破
綻
国
家
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
政
府
に
よ
る
統

治
が
領
土
を
完
全
に
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
国
や
地
域
を

指
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
が
市
場
経
済
化
に

成
功
し
な
か
っ
た
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
リ

ア
・
イ
ラ
ク
の
両
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

の
イ
ラ
ク
侵
攻
が
結
局
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い

は
ア
ラ
ブ
の
春
の
帰
結
と
し
て
、
破
綻
国
家
が
生
ま
れ
、

Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
肩
入
れ
し
ア
メ
リ
カ
を
引
き
込
ん
で
空

爆
を
行
っ
た
リ
ビ
ア
も
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
崩
壊
し
破
綻

国
家
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
の
い
ず
れ
の
国
も
そ
の
責
任
を
と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

難
民
問
題
が
激
化
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
が
起
き
て
い

ま
す
。

⑶
　
統
合
の
性
格
の
変
容

　

Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約
は
、
ま
だ
二
〇
世
紀
統
合
モ

デ
ル
を
抜
け
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
に
は
世
界
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
新
し
い
現
実
に
対
応
す
る
指
針
が
な
い
わ
け
で

す
。
ユ
ー
ロ
圏
の
場
合
、
ド
イ
ツ
が
主
導
権
を
握
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
や
シ
ョ
イ
ブ
レ
財
務
相
が

引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
採
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
全
体
に
な
り
ま
す
と
、
メ

ル
ケ
ル
首
相
の
神
通
力
を
効
か
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
ま
す
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
は
ド
イ
ツ
に
支
配
さ
れ
、
何
百
万
人
も
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
首
都
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
は
完
全

に
破
壊
さ
れ
、
世
界
遺
産
の
プ
ラ
ハ
と
比
べ
ま
す
と
、
ま
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る
で
バ
ラ
ッ
ク
の
街
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
対
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
Ｅ

Ｕ
の
財
政
七
ヶ
年
計
画
に
基
づ
き
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
約
一
〇
〇

〇
億
ユ
ー
ロ
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
一
三
兆
円
を
超
え
る
膨

大
な
金
額
で
す
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、「
ド
イ

ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
破
壊
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
安
い

も
の
だ
」
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
の
間
に
は
、
そ
う
し
た
抜
き
が
た

い
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
人
も
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
な
感
情
を
抱
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ギ
リ
シ
ャ
は

ド
イ
ツ
に
食
糧
を
徴
発
さ
れ
、
一
九
四
一
年
の
冬
か
ら
一

九
四
二
年
の
冬
ま
で
の
間
に
二
〇
万
人
か
ら
三
〇
万
人
の

餓
死
者
が
出
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
た
め
、
ギ
リ
シ
ャ
人
も
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
穏

や
か
な
ら
ざ
る
も
の
を
秘
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
実
際
、

ギ
リ
シ
ャ
支
援
交
渉
の
中
で
、
ド
イ
ツ
は
一
六
〇
〇
億

ユ
ー
ロ
を
弁
償
せ
よ
と
い
う
要
求
が
出
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
間
に
は
い
ろ

い
ろ
と
難
し
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

二
一
世
紀
初
頭
の
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
の
性
格
が
変
容
し
て
き
て
い
ま
す
。
資
料
14
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

一
つ
目
は
、
私
が
「
帝
国
化
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で

す
。
元
来
、
ユ
ー
ロ
圏
は
自
己
責
任
制
を
ベ
ー
ス
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
権
限
を
集
中
し
て
、
セ
ン
タ
ー
が
責

任
を
持
っ
て
ペ
リ
フ
ェ
リ
ー
を
統
治
し
て
い
く
方
向
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
金
融
面
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ

（
欧
州
中
央
銀
行
）
と
Ｅ
Ｕ
が
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
銀
行
に

に
ら
み
を
効
か
せ
る
と
い
う
形
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
多
段
階
化
で
す
。
ユ
ー
ロ
圏
に
入
っ
て
い
な

い
国
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
の
方
針
に
従
順
に
従
わ
な
い
国
も
出
て
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き
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
の
域
内
が
、
こ
れ
ま
で
の
二
段
階
か
ら

多
段
階
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
中
で
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
そ
れ
へ
の
反
発
で
す
。
例
え
ば
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
（
マ
ク
ロ

不
均
衡
是
正
手
続
き
）
に
お
い
て
、
欧
州
委
員
会
は
、
マ

ク
ロ
経
済
の
不
均
衡
が
生
じ
た
国
に
対
し
て
警
告
を
発

し
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
予
算
の
修
正
を
勧
告
し
ま

す
。

　

例
え
ば
、
経
常
収
支
赤
字
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
四
％
以
上
に
な

り
ま
す
と
、
欧
州
委
員
会
か
ら
警
告
が
発
せ
ら
れ
、
予
算

の
修
正
が
勧
告
さ
れ
ま
す
。
他
方
、
経
常
収
支
黒
字
の
場

合
、
こ
の
基
準
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
％
以
上
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
赤
字
の
場
合
の
基
準
が
四
％
で
、
黒
字
の
場
合
の
基

準
が
六
％
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
へ
の
配
慮
に
よ

る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
経
常
収
支
赤
字
の
場
合
、
基
準

を
超
え
ま
す
と
、
予
算
の
修
正
を
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
経

常
収
支
黒
字
の
場
合
は
、
基
準
を
超
え
て
も
警
告
を
受
け

る
だ
け
で
す
。

　

こ
れ
に
類
似
の
点
が
他
に
も
あ
り
、
そ
れ
を
捉
え
て
、

イ
タ
リ
ア
の
レ
ン
ツ
ィ
首
相
が
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
は
な
い
か
と
批
判
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残

る
と
思
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
ロ
シ
ア
要
因
と
中
国
要
因
の
顕
在
化
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
る
場
合
に
は
、
ロ
シ
ア
要
因
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
要
因
も
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

⑷
　
ユ
ー
ロ
危
機
と
ユ
ー
ロ
制
度
改
革

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
制

度
改
革
が
進
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

資
料
15
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、
元
来
の
ユ
ー
ロ
制
度
は
、

ユ
ー
ロ
圏
に
欧
州
中
央
銀
行
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、
自

由
な
資
本
移
動
を
確
保
す
る
こ
と
、
危
機
が
生
じ
た
場
合

の
対
応
は
参
加
国
が
そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
の
三
つ
を
基
本
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と
す
る
も
の
で
し
た
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に

か
け
て
、
ユ
ー
ロ
圏
で
、
銀
行
危
機
と
ソ
ブ
リ
ン
危
機
を

含
む
激
し
い
金
融
パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
通
貨
・
金
融
の
論
理
に
則
ら
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

　

結
果
的
に
、
国
ご
と
に
危
機
対
応
を
行
う
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
見
直
さ
れ
、
ユ
ー
ロ
圏
レ
ベ
ル
で
の
対
応
を
可
能

に
す
る
た
め
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
恒
久
機
関
と
し
て
Ｅ

Ｓ
Ｍ
（
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
が
創
設
さ
れ
、
危
機
国

に
対
し
て
、
五
〇
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
か
ら
七
〇
〇
〇
億
ユ
ー

ロ
を
財
政
支
援
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
銀
行
同
盟
が

創
設
さ
れ
、
大
銀
行
の
監
督
や
銀
行
の
破
綻
処
理
は
、
Ｅ

Ｃ
Ｂ
を
中
心
に
Ｅ
Ｕ
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
三
年
以
内
の
危
機
国
国
債
を
無
制
限
に
買

い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
時
間
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ユ
ー
ロ
危

機
と
そ
の
後
の
ユ
ー
ロ
制
度
改
革
に
関
す
る
詳
し
い
説
明

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑸
　
イ
ギ
リ
ス
残
留
・
離
脱
問
題

（
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
独
特
の
ス
タ
ン
ス
）

　

次
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
残
留
・
離
脱
問
題
を
取
り
上

げ
ま
す
。
資
料
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
大
英
帝
国
の
唯

一
の
重
化
学
工
業
国
と
し
て
、
植
民
地
に
重
化
学
工
業
品

を
輸
出
し
て
繁
栄
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

戦
略
は
失
敗
し
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
企
業
が
入
り
乱
れ
て
熾
烈
な

競
争
を
し
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
最
新
技
術
を
取
り

入
れ
て
競
争
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
競
争
力
を
付

け
て
い
き
ま
し
た
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
の
場
合
、

国
内
で
寡
占
・
独
占
の
体
制
が
で
き
て
い
る
た
め
、
互
い
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に
競
争
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
山
の
大
将
な
の
で

す
。
結
果
的
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
の
企
業
に
対
し
て
競
争
力
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
病
」
と
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
な
低
成
長
に
陥
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
統
合
に
活

路
を
見
出
そ
う
と
し
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟
を
申
請
し
ま

し
た
。
一
九
六
一
年
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス

の
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
ト

ロ
イ
の
馬
だ
」
と
決
め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
立

ち
入
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ

の
手
先
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟
は
、
二
度
に
わ

た
っ
て
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ
う
や
く
一
九
七

三
年
に
な
っ
て
加
盟
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
フ

ラ
ン
ス
の
大
統
領
は
ポ
ン
ピ
ド
ー
に
代
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
の
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
は
独
特
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
、
Ｅ
Ｃ
と
い
う
と
き
の

「
Ｃ
」
は
、Com

m
unity

の
「
Ｃ
」
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス

人
はCom

m
unity

と
い
う
言
葉
が
き
ら
い
で
す
。
そ
こ

で
彼
ら
は
、「
イ
ギ
リ
ス
はCom

m
on M

arket

に
参
加

し
た
」
と
言
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
欧

州
統
合
関
係
の
学
術
誌
に
も
、『Journal of Com

m
on 

M
arket Studies

』
な
ど
と
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
学
者
もCom

m
on M

arket

と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。
正
面
か
ら
言
う
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
参
加
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

は
参
加
し
て
い
な
い
。
大
陸
の
言
う
と
お
り
に
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
意
思
表
示
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
ク
レ
バ
ー
な
戦
略
の
成
功
）

　

Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
も
、
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
も
ま
れ
て
競
争
力
を
付
け
て
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い
き
ま
し
た
。
資
料
20
ペ
ー
ジ
の
右
の
グ
ラ
フ
は
、
イ
ギ

リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
成
長
率
を
十
年
単
位

で
比
較
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
一
九
六

〇
年
代
は
西
ド
イ
ツ
の
経
済
成
長
率
が
高
く
、
一
九
七
〇

年
代
は
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
成
長
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
率
は
低
い
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
は
イ

ギ
リ
ス
病
と
言
わ
れ
た
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
一
九
七
三

年
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
加
盟
し
た
後
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て

イ
ギ
リ
ス
は
復
活
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
率

は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
よ
り
高
く
な
り
ま
し
た
。
一
九

九
〇
年
代
に
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
率
は
低
下
し

ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
も
下
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
相
対
的
に
は
良
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
一
九
九
二

年
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ン
ド
安
を

も
利
用
し
て
、
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た
成
長
を
遂
げ
た
わ

け
で
す
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
は
さ
み
つ
つ
、
二
〇
〇
〇
年
代
、
二
〇
一
〇
年
代
の

い
ず
れ
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
よ
り
高

い
経
済
成
長
率
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
ド
イ
ツ
の
ひ
と
り
勝
ち
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
二
〇
一
一
年
頃
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
ド
イ
ツ
が
高
い
経
済
成
長
率
を
実
現
で
き
た
の
か
と

申
し
ま
す
と
、
中
国
の
成
長
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

言
え
ま
す
。
中
国
が
成
長
し
ま
す
と
、
そ
れ
に
引
き
ず
ら

れ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
新
興
国
も
成
長
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
こ
れ
ら
の
地
域
へ
の

輸
出
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年

の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
、
中
国
経
済
の
調
子
が
お
か
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
し

て
、
ド
イ
ツ
の
経
済
成
長
率
も
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

（
我
関
せ
ず
の
イ
ギ
リ
ス
）

　

資
料
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
の
図
は
、
ユ
ー
ロ
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危
機
後
の
Ｅ
Ｕ
・
ユ
ー
ロ
圏
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

対
す
る
加
盟
国
の
関
わ
り
方
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

　

ユ
ー
ロ
危
機
の
後
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
危
機
を
克
服
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
上
の
囲

み
がFiscal Com

pact

で
、
財
政
赤
字
を
抑
え
、
財
政

の
安
定
を
図
る
た
め
の
新
し
い
条
約
で
す
。
下
の
囲
み

が
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
銀
行
同
盟
で
す
。
中
央
の
囲

み
がEuro-plus

協
定
で
、
競
争
力
の
強
化
と
経
済
の
収

斂
に
向
け
た
経
済
協
調
を
補
強
す
る
た
め
の
取
り
極
め
で

す
。

　

他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
ら

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
は
、
こ
れ

ら
の
い
ず
れ
に
も
参
加
せ
ず
、
我
関
せ
ず
の
姿
勢
を
貫
い

て
い
ま
す
。
昨
年
以
降
、
難
民
問
題
が
発
生
し
、
Ｅ
Ｕ

は
、
創
設
以
来
と
言
っ
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
の
危
機
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
わ
が

ま
ま
勝
手
に
も
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
問
題
を
提
起
し
て
い

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
事
情
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
て
お
り
ま
す

と
、
イ
ギ
リ
ス
は
も
う
大
国
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
と
さ
え
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
明
る
い
将
来
展
望
）

　

資
料
22
ペ
ー
ジ
の
左
の
グ
ラ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
人
口
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
現

在
の
人
口
は
、
東
ド
イ
ツ
を
吸
収
し
た
ド
イ
ツ
が
八
二
〇

〇
万
人
か
ら
八
三
〇
〇
万
人
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が

い
ず
れ
も
六
〇
〇
〇
万
人
台
で
す
。

　

昨
年
春
に
出
さ
れ
た
欧
州
委
員
会
の
予
想
に
よ
れ
ば
、

ド
イ
ツ
の
人
口
は
、
二
〇
六
〇
年
に
は
一
〇
〇
〇
万
人
以

上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
や
イ
タ

リ
ア
と
同
様
に
、
ド
イ
ツ
で
も
、
少
子
高
齢
化
が
大
変
な

勢
い
で
進
ん
で
い
る
た
め
で
す
。
少
子
高
齢
化
は
、
韓

国
、
中
国
、
タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
同
じ
よ
う
に
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見
ら
れ
る
現
象
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
今

後
と
も
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

は
、
出
生
率
が
二
・
〇
に
近
く
な
っ
て
、
自
力
で
人
口
の

増
加
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
六
〇
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
七
五
〇
〇
万
人

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
も
、
二
〇

六
〇
年
の
人
口
が
八
〇
〇
〇
万
人
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
将
来
、
Ｅ
Ｕ
で
最
大
の
国
に

な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

経
済
成
長
率
が
高
く
、
人
口
が
伸
び
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
日
本
か
ら
見
ま
す
と
、
本
当
に
イ
ギ
リ

ス
を
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
す
。

（
な
ぜ
離
脱
し
よ
う
と
す
る
の
か
）

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
で
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
離
脱
が
問
題
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
五
月
の
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
で
、
保
守
党
が
圧
勝

し
ま
し
た
。
総
選
挙
の
直
前
ま
で
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
も
、「
保
守
党
の
圧
勝
は

考
え
ら
れ
な
い
。
連
合
王
国
（
Ｕ
Ｋ
）
は
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
幕
を
あ

け
て
み
ま
す
と
、
保
守
党
が
圧
勝
し
単
独
で
過
半
数
の
議

席
を
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
ま
で
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
支
持
の
割
合
は
今
よ

り
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
Ｅ
Ｕ
の
厳
し
い
規
制
で
企
業
行
動
や
労
働
市
場
が
拘

束
さ
れ
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
通
貨

統
合
関
連
の
協
議
か
ら
イ
ギ
リ
ス
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
へ
の
不
満
は
か
ね
て
か
ら
あ
り
、
ユ
ー

ロ
危
機
以
降
不
満
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
の

大
国
時
代
を
覚
え
て
い
る
六
〇
歳
代
以
上
の
層
で
は
も
と

も
と
離
脱
支
持
の
割
合
が
高
い
の
で
す
が
、
若
い
層
ほ
ど

離
脱
支
持
の
割
合
が
下
が
り
、
全
体
で
は
、
離
脱
支
持
が
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多
数
を
占
め
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
状
況
で
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
二
月
中
旬
の
世
論
調
査
で
は
、
残
留

と
離
脱
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
わ
か

ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
以
降
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
難
民
の
流
入
問
題

と
、
昨
年
一
一
月
に
パ
リ
で
起
き
た
テ
ロ
事
件
が
世
論
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
あ
る
い
は
、
格
差
の
問
題
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
格
差
拡
大
へ
の
反
発
は
先

進
国
全
体
に
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
英
国
で
も
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
共
和
党
予
備
選
挙
で
、
な
ぜ
ト

ラ
ン
プ
候
補
が
独
走
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
申
し

ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
問
題
も
こ
れ

と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
経
済
や
将
来
展
望
は
悪
く

な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
背
景
に
は
、
成

長
率
が
高
ま
っ
て
も
利
益
を
得
ら
れ
な
い
多
く
の
階
層
が

あ
り
、
そ
の
反
発
が
響
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
Ｅ
Ｕ
で

最
も
繁
栄
し
て
い
る
英
国
で
の
こ
の
事
態
は
、
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
し
て
ど
う
し
て
も
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
残
り
ま

す
。

⑹
　
難
民
問
題

（
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
）

　

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
は
、
人
の
自
由
移
動
を
定
め
て
い
ま

す
。
資
料
23
ペ
ー
ジ
の
地
図
で
、

は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
加
盟
し
て
い
る
国
、

は
Ｅ
Ｕ
非
加

盟
国
で
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
加
盟
し
て
い
る
国
で
す
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
た
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
国
は
、
現
在
、

二
六
ヶ
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、

は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

の
う
ち
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
加
盟
し
て
い
な
い
イ
ギ
リ

ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
す
。
ま
た
、

は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
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の
内
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
プ
ロ

ス
で
す
。

　

大
量
の
難
民
の
流
入
を
機
に
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
が
危

機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
国
に
よ
っ
て
は
入
国
検
査
を
復
活

さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
昔
の

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
名
残
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

ギ
リ
シ
ャ
か
ら
難
民
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
、
共
同
で

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
こ
と
を
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
提
案
し

て
い
ま
す
。
実
際
、
ギ
リ
シ
ャ
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
間
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
の
間
に
は
フ
ェ
ン

ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
国
境
で
の
警
備
を
厳
重
に
し
て

対
応
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

　

結
果
的
に
、
ギ
リ
シ
ャ
が
難
民
の
収
容
所
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
の
境
の
フ
ェ
ン
ス
の
前

に
は
、
数
千
人
も
の
難
民
が
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ

は
今
後
の
三
年
間
で
八
七
〇
億
円
を
ギ
リ
シ
ャ
に
対
し
て

支
援
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
単
に
お
金
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、
将
来
の
人
口
減
少
も
踏

ま
え
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、「
ド
イ
ツ
は
難
民
を
最

大
限
受
け
入
れ
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
難
民

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
通
っ
て
ド
イ
ツ
に
入
っ
て
く
る
こ
と

が
多
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
い
た
め

に
、
ド
イ
ツ
の
施
設
は
が
ら
あ
き
に
な
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

　

難
民
問
題
へ
の
対
応
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
難
し
い
問

題
で
す
。
三
月
一
三
日
に
ド
イ
ツ
の
三
つ
の
州
で
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
Ａ
ｆ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
）

と
い
う
右
翼
政
党
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
こ
の
政

党
は
、
ユ
ー
ロ
離
脱
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
民
の

支
持
が
得
ら
れ
ず
、
も
う
少
し
で
潰
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
難
民
問
題
が
起
き
た
こ
と
で
一
気
に
息
を

吹
き
返
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
モ
ダ
ン
の
東
ド
イ
ツ
で
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大
き
く
支
持
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
こ
の
政
党
が
伸
び
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
立
場
が
苦
し
く
な
ら

な
い
か
心
配
で
す
。

（
二
一
世
紀
初
頭
の
新
し
い
統
合
環
境
）

　

ポ
ス
ト
・
リ
ー
マ
ン
の
二
一
世
紀
に
な
っ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
出
て
き
て
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

逆
転
と
ま
で
言
う
の
は
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
特
に
こ
れ
が
目
立
っ
て
い
る
の
は
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン

の
日
本
と
Ｅ
Ｕ
で
す
。
日
本
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ

ン
の
反
戦
平
和
主
義
を
歩
ん
で
い
た
国
も
少
し
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

モ
ダ
ン
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た

後
、
Ｅ
Ｕ
統
合
の
足
並
み
を
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
中
国
、
ロ
シ
ア
も
モ
ダ
ン
で
す
が
、
帝
国
主
義
的

で
、
膨
張
主
義
的
で
す
。
こ
の
よ
う
な
側
面
が
本
格
的
に

出
て
き
ま
す
と
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
国
々
は
そ
れ
に
対

応
す
る
手
段
を
十
分
に
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
大

変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
は
、
破
綻
国
家
又
は
脆
弱
国
家
で
、
き
ち
ん
と

し
た
国
が
で
き
て
い
な
い
プ
レ
・
モ
ダ
ン
の
地
域
で
す
。

Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
は
ま
さ
に
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

現
在
、
大
き
な
問
題
を
生
ん
で
い
る
の
は
、
主
と
し
て
こ

の
地
域
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
世
界
は
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
、
モ
ダ

ン
、
プ
レ
・
モ
ダ
ン
の
三
つ
の
地
域
に
分
割
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
こ
に
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
は
超
大
国
で
す
か
ら
、
モ
ダ
ン
と
ポ
ス

ト
・
モ
ダ
ン
を
兼
ね
て
、
世
界
を
秩
序
づ
け
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

資
料
24
ペ
ー
ジ
の
左
の
図
は
、
昨
年
一
二
月
八
日
の
日

本
経
済
新
聞
の
解
説
記
事
か
ら
取
っ
た
も
の
で
す
。
こ
こ

で
は
、
中
国
と
ロ
シ
ア
が
モ
ダ
ン
か
ら
プ
レ
・
モ
ダ
ン
に
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移
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
そ
う
で
は

な
く
、
こ
れ
ら
の
国
は
、
む
し
ろ
、
モ
ダ
ン
の
中
で
帝
国

主
義
的
な
動
き
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
・
モ
ダ
ン
と
は
、
モ
ダ
ン
の
国
で
、
自
分
た
ち

も
豊
か
に
な
っ
て
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
る
国
を
指
し
ま
す
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
、
中

国
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
に
つ
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
ア
メ
リ
カ
人
は
、
豊
か
に
な
っ
て

く
れ
ば
、
や
が
て
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
若
者
は
ア
メ
リ
カ
流
に
ジ
ー
パ
ン
を
履
い

て
、
ジ
ャ
ズ
を
歌
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
し
か
し
、
中
国
は
高
度
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
出

て
き
た
の
は
モ
ダ
ン
で
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
に
は
進
み
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
世
界
の
中
に
Ｅ
Ｕ
は
置
か
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

（
難
民
流
入
―
―
過
去
の
実
績
と
今
回
）

　

難
民
の
流
入
は
過
去
に
も
あ
り
ま
し
た
。
資
料
25
ペ
ー

ジ
の
左
側
の
図
は
、
Ｅ
Ｕ
の
各
国
に
居
住
し
て
い
る
難
民

の
数
の
推
移
、
右
側
の
図
は
、
Ｅ
Ｕ
の
各
国
へ
の
難
民
申

請
の
数
の
推
移
で
す
。

　

西
バ
ル
カ
ン
で
紛
争
が
起
き
た
と
き
、
ド
イ
ツ
に
一
四

〇
万
人
ぐ
ら
い
の
難
民
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

紛
争
が
落
ち
着
き
、
国
内
情
勢
が
正
常
化
し
ま
す
と
、
元

の
国
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
に
居
住
し
て
い
る

難
民
の
数
が
急
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ド
イ
ツ
が

難
民
を
帰
す
政
策
を
採
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
難
民
の
数
も
減
っ
て
い

ま
す
が
、
減
り
方
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ド

イ
ツ
で
は
国
民
の
監
視
が
厳
し
い
た
め
、
難
民
に
と
っ
て

は
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
住
み
や
す
い
よ
う
で
す
。
私
自
身
、

ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
に
つ
い

て
は
そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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現
在
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
採
っ
て
い
る
難
民

政
策
は
理
性
的
な
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
全
体
で
難
民
対
策

を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
ド
イ
ツ
は
、
過
去
に
も
一
四
〇
万
人
の
難
民
を
受

け
入
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
Ｅ
Ｕ
に
入
っ
て
き

た
難
民
は
一
二
五
万
人
、
そ
の
内
、
ド
イ
ツ
に
入
っ
て
き

た
の
が
一
一
〇
万
人
で
す
が
、
短
期
で
の
帰
国
は
予
想
で

き
ず
、
ま
た
今
後
も
増
え
続
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
応

じ
た
難
民
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

（
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
極
右
台
頭
、
反
統
合
の
動
き
加
速
）

　

資
料
26
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
多
数
の
難
民
の
流
入

を
受
け
て
、
Ｅ
Ｕ
の
中
で
も
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど

が
、
ば
ら
ば
ら
な
対
応
を
と
り
始
め
ま
し
た
。

　

心
配
な
の
は
、
極
右
政
党
が
勢
力
を
増
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
ド
イ
ツ
の
Ａ
ｆ
Ｄ
も
そ
う
で
す
し
、
ル
・
ペ
ン
党

首
が
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
も
そ
う
で
す
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
来
年
、
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
合
理
的
な
選
択
が
な
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

　

今
年
六
月
の
国
民
投
票
の
結
果
、
万
一
、
イ
ギ
リ
ス
が

Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
大
変
な

シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
ぜ
ひ
と
も
残
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
明
日
の
日
本
経
済
新

聞
「
経
済
教
室
」
に
も
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｅ
Ｕ
か

ら
離
脱
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
良
い
こ
と
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
交
渉
で
も
、
Ｅ
Ｕ
の
一
員

と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
は
影

響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
し

ま
す
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
つ
の
小
さ
な
国
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
マ
ン
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
代
表
は
、「
ア

メ
リ
カ
は
、
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
取
り
組
む
が
、
一
国
は
相
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手
に
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
だ
け
特
別

に
扱
っ
て
く
れ
る
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
交
渉

力
も
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

中
国
と
ス
イ
ス
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
び
ま
し
た
が
、
ス
イ
ス

は
、
中
国
製
品
に
対
す
る
関
税
を
ほ
と
ん
ど
撤
廃
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
ス
イ
ス
製
の
時
計
に
対
す

る
中
国
の
関
税
は
維
持
さ
れ
、
引
き
下
げ
る
予
定
も
あ
り

ま
せ
ん
。
両
国
の
経
済
規
模
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
交
渉

上
、
ス
イ
ス
の
方
が
圧
倒
的
に
不
利
な
の
で
す
。
Ｅ
Ｕ
か

ら
離
脱
し
ま
す
と
、
イ
ギ
リ
ス
も
ス
イ
ス
と
同
じ
よ
う
な

立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

加
え
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
シ
テ
ィ
か
ら
金
融
機
関
が
出
て
い
く
で

し
ょ
う
。
ポ
ン
ド
は
暴
落
す
る
で
し
ょ
う
し
、
世
界
の
金

融
が
動
揺
す
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
立
、
日

産
、
ト
ヨ
タ
な
ど
の
日
本
の
大
企
業
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど

ま
る
保
証
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
と
っ
て
も
世
界
に

と
っ
て
も
非
常
に
困
っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
五
〇
％
の
支

持
が
集
ま
る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
す
。

三
、
評
価
と
展
望

（「
長
い
二
一
世
紀
」
の
転
換
点
）

　

ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
の
「
長
い
一
九
世
紀
」
を
当
て
は
め
て

考
え
ま
す
と
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が

「
長
い
二
一
世
紀
」
の
転
換
点
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
誕
生
し
た
オ
バ
マ
政

権
が
小
ア
メ
リ
カ
主
義
を
採
っ
て
い
ま
す
。
オ
バ
マ
大
統

領
は
、「
紛
争
地
域
に
陸
軍
を
出
す
な
ん
て
と
ん
で
も
な

い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
今
の
大
統
領
予
備
選
挙
で
も
、

シ
リ
ア
に
陸
軍
を
出
せ
と
言
っ
て
い
る
候
補
は
い
ま
せ

ん
。
誰
が
大
統
領
に
な
っ
て
も
、
小
ア
メ
リ
カ
主
義
が
定
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着
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
で
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
四
兆
元
の

財
政
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
生
産
能
力
を
拡

大
し
、
各
産
業
分
野
で
過
剰
生
産
の
問
題
を
生
み
出
し
ま

し
た
。

　

中
国
や
ロ
シ
ア
は
、
軍
事
力
を
背
景
に
、
世
界
各
地
に

進
出
し
摩
擦
を
生
ん
で
い
ま
す
。

（「
二
一
世
紀
」
に
対
応
で
き
な
い
リ
ス
ボ
ン
条
約
）

　

資
料
28
ペ
ー
ジ
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
リ
ス
ボ
ン

条
約
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

テ
ロ
問
題
に
関
し
て
は
、
各
国
の
警
察
が
ユ
ー
ロ
ポ
ー

ル
を
通
じ
て
協
力
す
る
体
制
が
一
応
は
で
き
て
い
ま
す

が
、
と
て
も
十
分
と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
難

民
問
題
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
が
共
同
で
対
応
す
る
体
制
は

全
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
二
一
世
紀
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
新
し
い
条
約
が
必
要
で
す
。
新
し
い
条
約
は
、
難
民

問
題
に
も
Ｅ
Ｕ
全
体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
も
の
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
型
の

体
制
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
ロ
危
機
の
後
、
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
の
創
設
、
危
機

国
の
国
債
の
無
制
限
買
い
上
げ
、
銀
行
同
盟
の
創
設
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
、
よ
う
や
く
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
が
再
燃
す
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
ギ
リ
シ
ャ

の
経
済
成
長
率
は
、
マ
イ
ナ
ス
か
、
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
も

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
し
ょ
う
。
今
、
Ｅ
Ｕ
は
ギ
リ
シ
ャ
に
対

し
て
第
三
次
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
緊
縮
政
策
を
実

施
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
の
で
、
経
済
成
長
率
が
上
が

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
夏
に
は
、
Ｅ
Ｕ
は
第
四
次

支
援
を
協
議
し
な
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
ば
か
な
こ
と
を
何
度
も
や
る
の
だ
ろ
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う
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
政
府
債
務
を

四
〇
％
カ
ッ
ト
し
、
ギ
リ
シ
ャ
経
済
が
成
長
で
き
る
環
境

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ド
イ
ツ
の
影
響
が
強
い
Ｅ
Ｕ
は
耳
を
傾
け
る
気
持
ち

が
な
い
よ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
人
の
頭
の
堅
さ
は
並
み
で
は

な
く
、
そ
れ
を
改
め
る
気
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
そ
れ

が
ゲ
ル
マ
ン
魂
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
ド
イ
ツ
人
の

こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
ユ
ー
ロ
圏
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

ユ
ー
ロ
圏
の
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

新
た
に
作
ら
れ
る
条
約
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
型
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

（
三
つ
の
「
Ｅ
Ｕ
」）

　

昨
年
、
訳
本
が
出
版
さ
れ
た
『
揺
れ
る
大
欧
州
』
に
お

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン

ズ
は
、「
三
つ
の
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

資
料
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
に

は
三
つ
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
Ｅ
Ｕ
１
」
で
、
平
常
時
の
正
式
な
Ｅ
Ｕ
で

す
　

二
つ
目
は
「
Ｅ
Ｕ
２
」
で
、
緊
急
時
の
Ｅ
Ｕ
で
す
。
ド

イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の

ド
ラ
ギ
総
裁
な
ど
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
協
議
し
て
運
営

さ
れ
ま
す
。
今
の
Ｅ
Ｕ
は
「
Ｅ
Ｕ
２
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
紙
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
す
。
欧
州
委
員
会

や
Ｅ
Ｕ
の
各
機
関
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
出
さ
れ
、
構

想
が
示
さ
れ
ま
す
が
、
実
現
能
力
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
「
Ｅ
Ｕ
２
」
が
有
効
に
機
能
し
な
く
な
っ
た
の
が

難
民
問
題
で
す
。「
Ｅ
Ｕ
２
」
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
問
題
に

対
し
て
は
、
貨
幣
・
金
融
の
論
理
が
あ
り
ま
す
の
で
、
合

理
的
な
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
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Ｅ
Ｕ
全
体
の
問
題
に
な
り
ま
す
と
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
か

ら
ん
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
国
が
「
嫌
だ
」
と
言
い

ま
す
と
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
環
境
に
即
し
た
新
た
な
条
約
を

制
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
一
〇
年
か
ら

二
〇
年
単
位
の
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

題
で
す
。

　

難
民
問
題
に
関
し
て
は
、
三
月
の
首
脳
会
議
に
お
け
る

ト
ル
コ
と
の
協
議
に
基
づ
い
て
、
基
本
的
に
は
シ
リ
ア
難

民
の
み
受
け
入
れ
、
経
済
移
民
は
ト
ル
コ
に
送
り
返
す
こ

と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
（
シ
リ
ア
難
民
も
一
緒
に
ト
ル
コ

に
送
還
す
る
が
、
本
当
の
シ
リ
ア
難
民
は
審
査
の
上
Ｅ
Ｕ

が
引
き
受
け
る
と
Ｅ
Ｕ
側
は
言
っ
て
い
ま
す
）。
難
民
問

題
は
、
各
国
ば
ら
ば
ら
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
ロ
シ

ア
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
な
ど
と
も
協
議
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軍
隊
を
出
す
必
要
が
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

（
中
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
影
響
増
大
）

　

次
に
中
国
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
ま
す
。
資
料
30
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
中
国
は
、
今
、
急
速
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
影
響
力
を
強
め
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
に
入
っ
て
い
な
い

国
に
対
し
て
も
、
高
速
鉄
道
の
整
備
の
支
援
な
ど
を
通
じ

て
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
欧
州
委
員
会
の
ユ
ン

ケ
ル
委
員
長
が
打
ち
出
し
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の

三
一
二
〇
億
ユ
ー
ロ
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
計
画
に
対
し
て
、

中
国
の
李
国
強
首
相
が
数
十
億
ド
ル
の
拠
出
を
約
束
し
ま

し
た
。
中
国
の
や
る
こ
と
は
す
さ
ま
じ
く
、
日
本
と
中
国

で
は
役
者
が
違
う
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
は
、
ア
メ
リ
カ
は
も
う
（
あ
る
い
は
、
や
が

て
）
覇
権
国
で
は
な
い
（
な
く
な
る
）
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
が
行
っ
た
世

界
各
国
で
の
世
論
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
遠
か
ら
ず
中
国
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が
覇
権
国
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
覇
権
を
失
う
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
の
人
々
の
六
〇
％

は
、
中
国
が
超
大
国
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
は
超
大
国
の
地

位
を
維
持
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
超

大
国
の
地
位
を
維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
は
、
三

〇
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
対
ア
メ
リ

カ
、
対
中
国
の
方
針
に
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
対
中
国
の
姿
勢
は
、
今
後
の
Ｅ
Ｕ
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
す
し
、
日
本
に
と
っ
て
も

同
様
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
条
約
の
改
正
）

　

資
料
31
ペ
ー
ジ
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
ユ
ー

ロ
圏
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
ユ
ー
ロ
圏
財
務
省

を
創
設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
で
き
れ

ば
、
そ
の
中
に
地
方
交
付
税
制
度
の
よ
う
な
財
政
移
転
機

構
を
組
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

合
衆
国
型
の
Ｅ
Ｕ
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財
政

統
合
、
政
治
統
合
が
大
き
な
柱
に
な
り
ま
す
。

　

二
〇
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
モ
デ
ル
が
目
指
し
た
の

は
、
経
済
規
模
の
面
で
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
い
て
い
く
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
二
一
世
紀
の
統
合
モ
デ
ル

は
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
機
構
を
Ｅ
Ｕ
に
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（「
二
一
世
紀
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
を
解
決
で
き
る
の
は
Ｅ

Ｕ
だ
け
）

　

現
状
、
Ｅ
Ｕ
解
体
や
Ｅ
Ｕ
崩
壊
と
い
う
議
論
は
あ
ま
り

出
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
の
は
Ｅ
Ｕ
だ
け
で
す
。
Ｅ
Ｕ
と

加
盟
国
の
経
済
シ
ス
テ
ム
・
統
治
シ
ス
テ
ム
は
相
互
に
噛

み
合
っ
て
動
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｅ
Ｕ
を
崩
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
仮
に
加
盟
国
に
極
右
の
政
権
が
で
き
て
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も
、
Ｅ
Ｕ
に
プ
ロ
テ
ス
ト
は
で
き
て
も
、
Ｅ
Ｕ
を
崩
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
お
よ

び
加
盟
国
の
苦
し
さ
が
極
点
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
や
が

て
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を

M
om

ent of T
ruth

と
言
い
ま
す
。
そ
の
当
た
り
か
ら
、

Ｅ
Ｕ
の
新
し
い
条
約
の
制
定
が
検
討
の
俎
上
に
上
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
半
ば
ま

で
の
「
統
合
の
暗
黒
時
代
」
も
一
五
年
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
、
来
年
と
苦
し
い
時
期
が
続
く
と
し
て
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
絶
望
し
な
い
で
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

大
前
常
務
理
事　

田
中
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
日
は
「
Ｅ
Ｕ　

二
〇
世
紀
型
統
合
と
二
一
世
紀
の
現

実
」
と
題
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
将
来
の

展
望
ま
で
含
め
て
幅
広
い
観
点
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
の
方
は
非
常
に
急
い
で
御
説
明
い
た
だ
き
、

若
干
時
間
を
残
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
質
問
等
が
あ

れ
ば
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
―
―
そ
れ
で
は
、
御

質
問
が
出
る
ま
で
に
、
私
か
ら
一
つ
御
質
問
申
し
上
げ
ま

す
。

　

Ｅ
Ｕ
を
巡
る
現
在
と
将
来
の
お
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
す

と
、
非
常
に
厳
し
い
問
題
や
課
題
が
山
積
し
て
い
て
、
明

る
い
展
望
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
課

題
へ
の
対
応
に
関
わ
る
人
々
の
知
恵
や
努
力
、
さ
ら
に
は

か
な
り
の
幸
運
に
も
恵
ま
れ
な
い
と
、
先
行
き
の
明
る
い

絵
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
先
生
は
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
Ｅ
Ｕ
に
将
来
は
あ
る
と

見
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
崩
壊
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
に
新
し
い
体
制
を
作
っ
て
い
く
の
は
Ｅ
Ｕ

と
い
う
機
構
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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昨
年
、5 Presidents

R̓eport

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
人
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
は
、
Ｅ
Ｕ
大
統
領
、
欧
州
委
員

会
委
員
長
、
欧
州
議
会
議
長
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
、
ユ
ー
ロ
圏

財
務
相
会
合
議
長
で
す
。
こ
れ
ら
五
人
の
連
名
の
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
通
貨
統
合
を
強
化
し
て
い
く
と
い
う
計
画
が

出
さ
れ
、
こ
こ
で
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
ユ
ー
ロ
圏
財
務

省
を
創
設
す
る
こ
と
が
公
式
に
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
紙
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
言
え
ば
「
紙
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
り
、
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
〇
年

ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
講
演
の
冒
頭
で
ミ
ュ
ン
シ
ャ
ウ
の
コ
ラ
ム
を
紹
介

し
ま
し
た
。
彼
は
、
そ
こ
で
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
リ
ス
ク

が
重
な
っ
て
く
る
と
、
チ
ャ
ン
ス
（opportunities

）
と

捉
え
る
し
か
な
い
と
開
き
直
っ
て
い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
見
る
と
き
に
は
、
そ
の
よ
う
な
見
方
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
時
間
感
覚
は
非
常
に
長
い
と
感
じ
ま

す
。
私
は
ケ
ル
ン
に
二
年
間
留
学
し
て
い
ま
し
た
。
有
名

な
ケ
ル
ン
大
聖
堂
は
、
完
成
ま
で
に
六
〇
〇
年
か
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
教
会
を
建
て
る
の

に
二
〇
〇
年
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
い

く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
ま
し
て
も
、
日
本
人
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
で
は
、
全
く
時
間
感
覚
が
異
な
り
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
る
と
き
、
一
年
や
二
年
で
悲
観
論

に
陥
る
と
間
違
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
残
留
・
離
脱
問
題
で
す
が
、
イ
ギ
リ

ス
の
国
民
が
冷
静
に
判
断
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る

と
い
う
選
択
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
投
票

の
帰
趨
は
、
直
近
時
点
で
起
き
た
事
件
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
九
九
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
の
採
択
を
巡
っ
て
国
民
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
条
約
は
議
会
を
通
れ
ば
批
准
さ
れ
ま
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す
。
し
か
し
、
当
時
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が
、
ド
イ
ツ

の
コ
ー
ル
首
相
と
連
携
し
て
作
り
上
げ
た
条
約
が
デ
ン

マ
ー
ク
の
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
た
の
を
見
て
、
カ
ッ
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
「
国
民

投
票
を
行
う
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
点
で
は
、
国

民
の
七
〇
％
が
条
約
を
支
持
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
国
民
投
票
を
す
る
と
言
っ
た
途
端
に
、
失
業
者
と
農

民
が
反
対
の
声
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
賛
成

五
一
％
、
反
対
四
九
％
で
、
辛
う
じ
て
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト

条
約
は
批
准
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
投
票
は
本
当
に
怖
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
将
来
を
国
民
投
票
に
か

け
る
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
振

り
返
り
ま
す
と
、
二
〇
一
三
年
に
、
失
業
率
が
八
％
に
上

る
よ
う
な
不
況
の
下
で
、
国
民
の
不
満
を
ガ
ス
抜
き
す
る

た
め
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
是
非
を
問
う

国
民
投
票
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
難
民
問
題
が
深
刻
化
し
た
と
き
に
、「
難
民
問
題

が
あ
っ
て
大
変
だ
か
ら
、
国
民
投
票
は
棚
上
げ
す
る
」
と

言
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
何
も
し
な
い
で
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
の

で
、
国
民
投
票
は
行
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
は
、
ぜ
ひ
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
は
Ｅ
Ｕ
に
残
留
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
は
、
イ
ギ
リ

ス
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、London School of Econom

ics

の

デ
・
グ
ラ
ウ
エ
教
授
は
、「
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

し
た
方
が
よ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、

「
イ
ギ
リ
ス
は
、
Ｅ
Ｕ
統
合
を
サ
ボ
っ
て
き
た
。
Ｅ
Ｕ

は
、
こ
れ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
に
進
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
国
が
残
っ
て
い
る
と
統

合
の
深
化
の
障
害
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

し
て
も
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
又
は
ス
イ
ス
の
よ
う
な
存
在
に
な

る
に
過
ぎ
ず
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
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ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
し
た
と
き
、
そ
の
影

響
が
デ
・
グ
ラ
ウ
エ
教
授
の
言
う
程
度
に
と
ど
ま
る
の

か
、
あ
る
い
は
よ
り
深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
の
か
、
離
脱

し
た
イ
ギ
リ
ス
と
Ｅ
Ｕ
の
交
渉
に
か
か
る
わ
け
で
、
今
の

時
点
で
予
想
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
に
残
留
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
と
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
Ｅ
Ｕ

と
ユ
ー
ロ
に
入
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
イ
ギ
リ
ス
が
分
裂
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
、
今
度
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
分
裂
に
波
及
す
る

可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ロ
ニ
ア
州
で

は
独
立
運
動
が
盛
ん
で
、
州
議
会
で
は
独
立
派
が
多
数
を

占
め
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
コ
ル
シ

カ
島
の
独
立
運
動
が
あ
り
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
に
も
北
部
同

盟
が
あ
っ
て
、
北
部
と
南
部
の
分
離
を
主
張
し
て
い
ま

す
。
ベ
ル
ギ
ー
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
北
部
に
独
立
を
求

め
る
声
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
の
取
り
扱
い
を
一
つ
間
違

え
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
な
独
立
運
動
、
地
域
運
動
を
活
発

化
さ
せ
か
ね
ず
、
Ｅ
Ｕ
の
各
地
域
に
多
面
的
な
影
響
を
及

ぼ
す
惧
れ
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

大
前
常
務
理
事　

ど
な
た
か
あ
と
お
一
方
、
御
質
問
が
あ

れ
ば
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
―
―
よ
ろ
し
ゅ
う
ご

ざ
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
で
は
、
ち
ょ
う
ど
時
間
も
参
り
ま
し
た
の
で
、
今

日
の
「
証
券
セ
ミ
ナ
ー
」
は
こ
れ
で
お
開
き
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

田
中
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

�
（
た
な
か
　
そ
こ
う
・
東
北
大
学
名
誉
教
授

中
央
大
学
経
済
研
究
所
客
員
研
究
員
）

 

（
こ
の
講
演
は
、
平
成
二
八
年
三
月
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。）
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EU：20世紀型統合と21世紀の現実
証券セミナー　2016.03.09.　　報告：田中　素香

はじめに

〇 EU の現実（Wolfgang Muenchau, FT04.01.2016）より：

●  EU３つの divide　①南北、②ユーロスケプティクスとユーロファイル、③社会

的にリベラルな西と独裁的な東。

●2016年の特定の予想を作るのは難しい。既知の数多くのリスク：

　①イギリス国民投票　②難民流入　③ギリシャのメルトダウン

　④イタリアの半分破綻している銀行システム　　

　⑤財政政策をめぐるドイツと周縁諸国の対立　⑥ジハドテロリズムの上昇

　⑦スペインとポルトガルの政治的不安定　⑧フォルクスワーゲン事件

　これほど多くの危機が同時に来ているのが特徴：big picture を描く必要。

● ミュンシャウの結論「ハンガリーとポーランドの反統合、反民主主義→東方拡大

はヨーロッパの分離を付け加え EU を機能不全にした。／それゆえ私は分裂や不

和を廃棄さるべき脅威とは見ずに、捉えるべき機会（opportunities）と見る。

2016年に対する私の予想は、われわれはさらなる不和を見るであろうということ

である。私の希望はそれが賢明にマネッジされるであろう、ということである。」

〇ミュンシャウより長期を見て、少し大きな絵を描いてみたい

１．20世紀欧州統合モデル

〇 20世紀第２次大戦後の「世界３分割」→共産圏・後進国圏は基本的に閉じてい

て、先進資本主義圏がアメリカ技術を導入して高度成長・福祉国家を形成

〇  EEC 条約（1957年調印）からマーストリヒト条約（1992年調印）に至る EC／

EU 基本条約は「20世紀欧州統合モデル」を体現。対米経済キャッチアップを目

標とする。ホブズボームの「短い20世紀」を反映。

〇 その後のアムステルダム条約、ニース条約、リスボン条約は EU 拡大など新情勢

に対応するための条約だったが、基本的性格はマーストリヒト条約を超えない

〇 ただし、EEC 条約（1957年）の統合事項完成（関税同盟と CAP：1968年）とそ

の改正（単一欧州議定書 SEA　1986年）の間には「統合の暗黒時代」といわれ

る15年があった。
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　「暗黒時代」は戦後国家独占資本主義に対応した EEC 条約が、新自由主義型資本

主義（自由化、グローバル化）対応の SEA に飛躍するための期間であった。

〇  SEA による単一市場統合は成功し、EC に経済成長を復活させ、東欧市民革命、

ドイツ統一への道を拓いた。その成功がマーストリヒト条約（1991年末合意）に

よる通貨統合を可能にした（ドイツ統一とあいまって）。

２．21世紀初頭ヨーロッパ統合の現実

〇 ホブズボームの「長い19世紀」に対応させて「長い21世紀」（1992年以降）

　第２次グローバル化（世界全体を市場経済に巻き込む）　グローバル金融資本主

義の発展　

〇 ユーロ危機　「20世紀統合モデル」リスボン条約の破綻→「ユーロ1.0」から「ユー

ロ2.0」へ　「ユーロ2.0」は「20世紀統合モデル」を超える―ECB と EU の条約を

超える強化が不可避だった―

〇 難民危機　ヨーロッパの政策担当者にとってユーロ危機に匹敵する（あるいはそ

れを上回る）深刻な危機。EU では西欧北欧南欧のポスト・モダンと東欧の

（ニュー）モダンの対立、難民流入はプレモダン地域の西欧に対する「歴史の復

讐」の側面。

〇 しかし、●ヨーロッパの過去10年間の労働力増加の70％は流入移民による。EU

加盟国の総体的 GDP への効果は明らかにポジティブ、●移民はネイティブの人

口より若いので経済的に活動的であり、依存人口比率（dependency ratio）を引

き下げている、●財政支出へのインパクトは少なくとも中立的、●現状はヨー

ロッパに奇貨を提供している。難民と彼らが提供する挑戦とは、平時には政治的

に困難であろうようなヨーロッパにおける統合と共通移民制度化の必要なプロセ

スをスピードアップさせるであろう（Jacob Kirkegaard,）。

〇 英国離脱危機

３．評価と展望

〇 ホブズボームの「短い20世紀」に対応させて「短い21世紀」の開始＝リーマン・

ショック（2008年）→ポスト・モダン地域＝（ニュー）モダン地域＝プレモダン

地域（近代以前、脆弱地域を含む）の世界新３分割構造とその対立関係の明確化
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〇「短い21世紀」にリスボン条約は対応できない：ユーロ危機で明らか

〇 アンソニー= ギデンズ　EU１、EU２、紙のヨーロッパ→メルケル首相が統率す

る EU２が EU を動かしている→ユーロ危機には当てはまったが、難民危機では

EU２は機能できていない

〇 さしあたり、ad hoc な対応とならざるを得ないが、「21世紀」に対応するには、

新 EU 条約が不可欠　ポスト・ユーロ危機対応（ユーロ圏財政移転機構、ユーロ

圏財務省）＋難民対応（共通の国境を守る EU 国境警備体制）を含む

〇ヨーロッパの問題を解決できるのは EU だけである
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EU：20世紀型統合と21世紀の現実 

証券セミナー（証券経済研究所） 

2016.03.09. 15:10～16:30 

田中 素香 

1

構 成 

• １．20世紀欧州統合モデル（環境・理念・発展） 

• ２．21世紀初頭ヨーロッパ統合の現実 
•  ①ユーロ危機 
•  ②イギリス残留問題 
•  ③難民流入問題 

• ３．評価と展望 
 

2



71―　　―

ＥＵ：二〇世紀型統合と二一世紀の現実

4 

深化・拡大を続ける欧州 
 赤字：ユーロ導入国 

設立：1952年8月

・ベルギー
・フランス
・（西）ドイツ
・イタリア
・ルクセンブルク
・オランダ

設立：1958年1月

欧州石炭鉄鋼共同体
（ECSC）

欧州経済共同体
（EEC）

・デンマーク
・アイルランド
・英国

第1次拡大
：1973年1月

・ギリシャ

第2次拡大
：1981年1月

・ポルトガル
・スペイン

第3次拡大
：1986年1月

・オーストリア
・フィンランド
・スウェーデン

第4次拡大
：1995年1月

・キプロス
・チェコ
・エストニア
・ハンガリー
・ラトビア
・リトアニア
・マルタ
・ポーランド
・スロバキア
・スロベニア
 07年1月
・ブルガリア
・ルーマニア

第5次拡大
：2004年5月

欧州連合
（EU15）

欧州共同体
（EC12）

欧州連合
（EU27）

2010年
以後の
EU加盟

・その他西
バルカン 
諸国

・クロアチア
(2013年加盟）

 ・トルコ

ユーロ圏
の拡大

ユーロ現金流通開始
：2002年1月
スロベニア等07年1月
スロバキア09年1月

ユーロ導入（11）
：1999年1月
ギリシャ
：2001年1月

単一

市場

１９８５－９２

関税同盟＋ＣＡＰ

1960年代

１．20世紀欧州統合モデル 

 

（１）順調な発展：ECSC→EEC、単一域内市場→単一通貨
ユーロ 
（２）危機が統合飛躍のバネ：EECから単一市場へ（15年間
の「統合の暗黒時代」を経て飛躍） 

3

4
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5 
出所：駐日欧州委員会代表部”Europe”  Spring 2004 5

「短い２０世紀」に対応した統合モデル 

英国の歴史家E．ホブズボーム 
• 著書『極端な時代』で提唱 
• 「長い19世紀と短い20世紀」 
• 「短い20世紀」：1914-1991年

第1次大戦～ソ連崩壊 
• 20世紀：「戦争と革命の世紀」 
• 短い20世紀の３つの時代： 
• 1914年～1945年 破局の時代 

• 1945年～1973年 黄金時代
（高度成長、福祉向上） 

• 1973年～1991年 危機の時代 

   本報告の見方 
• 「20世紀欧州統合モデル」＝「短い20

世紀」の後の２つの時代に対応するモ
デル。21世紀の現実に不適合 
 

• 第2次大戦後＝ソ連崩壊まで冷戦体制
＝「世界2分割時代」→本報告：「世界3
分割時代」 

• 世界3分割：先進資本主義圏・共産圏・
発展途上圏→共産圏と発展途上圏は
閉じていた 

• →最大7億人程度の先進資本主義圏
が、IMF＝GATT体制の下アメリカ技術
を導入して高度成長 

• 「20世紀欧州統合モデル」：3分割世界
の中で、「西欧の復興」＝対米経済
キャッチアップのためのモデル（基本的
に） 

6
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20世紀統合モデルの目標： 
対米キャッチアップ（経済） 

50年代：冷戦体制下の不戦同盟 
• 1950年代：仏独不戦ECSC 
• 思想的文化的同一性：ポスト・モ

ダン（反戦平和主義、ナショナリ
ズム＝モダンの克服、国際主義） 

• 与件としての冷戦体制［閉じたパ
ンドラの箱］［低開発圏は植民地
独立→第3世界構築へ］ 

• 仏独友好条約1963年 
• “ever closer union” with common 

institutions and policies 
• 英国は大英帝国依存路線→垂

直貿易型 vs水平貿易型＝EEC 

EECの理想：西欧復興／対米経
済キャッチアップ 
• キャッチアップ：「規模の経済」

→経済統合による大市場 
• 1960年代：関税同盟 
• 対米国キャッチアップ 
• 製造業主体の経済構造［産業

資本主義］→規模の経済→関
税同盟 

• 統合の難しさ：国家独占資本
主義［ケインズ型マクロ経済コ
ントロール＋金融国家規制］
の諸類形＝独型、仏型、伊型、
英型→共同市場不可・部門統
合にとどまる 
 

7

「統合の暗黒時代」から市場統合へ 

 「統合暗黒時代」1970～84年 
• EEC条約の統合目標完成（関

税同盟＋CAP）→新条約なし
→方法性喪失 

• 混乱の70年代：①マクロ経済
政策対立→西独単独フロート
71年5月＝第1次経済・通貨同
盟計画破綻（Re-nationalization） 

• ②第1次石油ショック→仏EC為
替相場同盟「スネーク」離脱→
「マルク圏」へ 

• 1979年EMS（欧州通貨制度）成立 
 

 「暗黒時代」克服：市場統合 
• 1980年代前半：EC経済成長率1％台、

失業率2桁へ 
• ケインズ主義崩壊（スタグフレーション）

→マネタリスト政策＝マルクス型不況
（大量失業で賃上げ＝インフレ抑制）→
諸国新自由主義受入れ（仏左翼ミッテ
ラン政権が単一市場唱道） 

• →1985年単一市場統合合意→アメリカ
型巨大単一市場形成へ（非関税障壁
撤廃→「４つの自由」実現） 

• 1987年単一欧州議定書（EEC条約改
正）発効 

• 単一市場統合成功→経済成長復活→
東欧市民革命、ドイツ統一 

• 91年ソ連崩壊：「20世紀」終了 
• EU：市場統合から通貨統合へ→「21世

紀」へ 
 

 
 8



74―　　―

証券レビュー　第56巻第４号

1990年代：統合深化による時代対応
［単一市場・単一通貨］体制＝対米キャッチアップの「完成」 

金融グローバル化対応 
• 単一市場統合成功を受け

て、「単一市場に単一通貨
を」（スキオッパ報告：［1992＋
EMS］→［1992＋単一通貨］） 

• 単一市場・単一通貨＝ 
• ①「規模の経済」論理では 

対米キャッチアップの完成 
• ②グローバル化対応 
• ③英国のオプトアウト 

 

通貨統合の想定と現実 

• 想定：先進国通貨同盟→EMS
（西欧諸国参加）が単一通貨
体制へ進む＝水平的通貨同
盟 

• ドイツの設計した通貨同盟は
非連帯型＝先進国型 

• 現実：①金融グローバル化＝
1930年代型金融恐慌が再発、

②垂直的通貨同盟へ（南欧諸
国のユーロ加盟、次いで若干
の東欧諸国の加盟） 

9

ＥＣ／ＥＵの基本条約 
－「21世紀」に対応できない－ 

深化関連の条約（調印／発効） 
• ＥＣＳＣ条約（パリ条約 1951

／52） 
• ＥＥＣ条約（ローマ条約 1957

／58）→関税同盟・共通農業
政策 

• 単一欧州議定書（ＥＥＣ条約
改正 1986／87）→単一市場
統合 

• ＥＵ条約Ⅰ（マーストリヒト条約 
1991.12合意／92調印／93発
効）→通貨統合→ユーロ危機
で限界露呈 

拡大・その他こまごま・・・ 
• ＥＵ条約Ⅱ（アムステルダ

ム条約 1997/99）「より緊
密な協力」を規定 

• ＥＵ条約Ⅲ（ニース条約 
2001／03） 

• ＥＵ憲法条約 （2004／05
年5月・6月仏蘭の国民投票
で拒否→廃棄） 

• ＥＵ条約Ⅳ（リスボン条約 
07／09）→憲法条約引き継ぎ「Ｅ
Ｕ権限／共有権限を明示」 

10
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まとめ：20世紀型統合モデル： 
“ever closer union”（ますます緊密化する同盟） 

 
“ever closer union”の20世紀 

• 統合深化でヨーロッパの問題を
解決していく（ポスト・モダンの方法
論） 

• アメリカ経済（巨大市場・単一通
貨）＝統合のモデル：規模の経済で
「キャッチアップ可能」 

• 単一市場・統一通貨へ→高成
長・高福祉を実現 

• ECSC6カ国からEU15カ国へ拡大 
• ポスト・モダン思想は15カ国共有 
• 無傷でドイツ統一（＋or－？） 

限界：2段階ヨーロッパ 

• 単一市場統合まではすべ
ての国が統合参加 

• 通貨統合：ユーロ圏と非
ユーロ圏（英国、デンマーク、
スウェーデン）への「2段階
ヨーロッパ」へ 

• 20世紀EUにおける英国の
役割：①統合前のめり→ブレーキ
役、②自由貿易主義（vs仏伊ベル
ギー）③Gateway to Europe 

• →日本にとってpositive 

11

２．21世紀初頭ヨーロッパ統合の現実 

• 21世紀初頭の世界経済：統合環境① 
• 〇第2次グローバル化：全世界を市場経済化→
脱落地帯（脆弱国家群、崩壊国家群） 

• 〇新しい「3分割世界」（ニューモダンの台頭：中国、ロシア、東

欧諸国など） 
• 〇グローバル金融資本主義の支配 
• 〇先進諸国における格差問題 
• EU：東欧諸国の加盟（ポスト・モダンvs（ニュー）
モダン） 
 
 12
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21世紀初頭の環境：ヨーロッパ統合 

• １．経済・金融のグローバル化 
• 〇地球全体が資本主義経済に巻き込まれる（地球規
模の「４つの自由」の諸問題） 

• 〇人の自由移動→地域紛争→移民問題・亡命／難民
問題 

• 〇グローバル金融資本主義：ユーロ危機、不安定化 
• ２．東欧諸国のEU加盟：15カ国から28カ国へ→対立 
• 〇西欧・北欧諸国：ポスト・モダン 
• 〇東欧諸国：モダン（新興国ナショナリズム）、   
•  西欧のEU支配への反発 
• ３．シリア・イラクの崩壊（→難民問題激化） 

 
 

13

21世紀統合のこれまでの特徴 
• 「20世紀統合モデル」では21世紀の危機に対応できず

→統合の性格の変容 
• （1）帝国化：①ユーロ圏における自己責任制から権限
集中へ（銀行同盟など）、②EU機関の権限強化（ECB、
欧州委員会の権限強化、ECJの権限拡大） 

• （2）多段階化：20世紀型の継続（イギリスの反発）に加
えて、21世紀型＝東欧問題の出現（難民問題、ポーラ
ンド・ハンガリー問題） 

• （3）序列化orドイツ化：欧州委員会が追随。ブリュッセ
ル＝ベルリン枢軸とそれへの反発（イタリアの「ダブ
ル・スタンダード」批判） 

• （4）ロシア要因＋中国要因の顕在化 
 

14
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（1）ユーロ危機とユーロ制度改革 

ユーロ危機：ユーロ制度限界 
• ①ユーロ圏と欧州中央銀

行制度 
• ②資本移動自由 
• ③危機対応は各国毎 
• →①②から危機へ（西欧大

銀行の南欧への過剰融資）、
③では対処不可能 

• ①欧州中央銀行が危機を
止めた 

ユーロ制度改革 
• ③をユーロ圏レベルへ是正 
• →危機時の財政支援機構

（欧州安定メカニズムESM 
2012年10月スタート） 

• →銀行監督・銀行破綻処理
はECB（欧州中銀）＋EUが
担当（2016年より） 

• →危機国国債の無制限買
い上げ（ECB）（2012年より） 

15

  ユーロ圏：3段階にわたる危機

16

2007 –  
サブプ
ライム
危機 

2008 –  
グロー
バル金
融危機 

2009 –  
世界経
済危機 

2010 –  
ソブリン
危機・銀
行危機 

2012－   

ユーロの
制度危
機？ 

2013 –  
マイナス 

成長から
弱い回復

へ 

財政支援 
調整プログラム 
ガバナンス改善 

財政緊縮 / 構造改革 
ECB（欧州中央銀行）： SMP, LTRO, OMT 

ESM,銀行同盟 
 

景気刺激政策 +
自動安定装置

2015ー 
弱い回復、 
ギリシャ
の反乱   Ⅰ.リーマン危機段階 

Ⅱ.ユーロ危機段階： 
金融パニック期 

Ⅲ.ポスト・ユーロ危機段階： 
経済停滞・南北欧州分裂 

［出所］筆者作成。 16
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図１・１ ユーロ圏諸国の10年物国債利回りの対独スプレッド 

Ⅰ 

Ⅱ  
Ⅲ 

Ⅳ 

［注］の追加。Ⅰ～Ⅲはユーロ危機の３つの波。Ⅳはギリシャ反乱期。15年は7月まで。 

17

ユーロ危機：「危機の四角形」と関連理論 

ユーロ
危機 

政府債
務危機 

銀行・金
融危機 

ユーロ制
度の欠
陥 

南北格
差 

国債価格変動が媒介→ 
   ［1］ユーロ危機の現象論 
              ↓ 
              

18 

西欧大銀行大規模与信
（南北格差利用）/資本流
出 

 不動産・財政バブル 

［2］最適通貨圏の理論 
－①南欧を入れるべきでな
かった、②南欧諸国は離脱す
る方が双方にとってbetter（浜
田宏一「大きすぎるユーロ圏」）→
①「emuは後戻りできない」（パ

ドア・スキオッパ）エミュー：
オーストラリアの非公式な国
鳥 
②通貨統合＝political will 
③ドイツはこの理論を当時どう
見ていたのか 

［3］通貨統合論－ユーロ危機 
長期化要因→ユーロ制度批判、制度改革論－ 
欠陥制度から制度改革へ 

Bubble & bust 
process 

ヨーロッパ金融資本主義 

18
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「ユーロ1.0」（ユーロ危機）から「ユーロ2.0」へ 
－制度改革”more Europe”ー 

「ユーロ1.0」 
• 非救済条項（125条） 
• 国債直接購入禁止（第123

条） 
 

• 銀行監督：加盟国（母国監
督主義） 

• 銀行破綻処理：加盟国当局 

「ユーロ2.0」 
• ESM（12年10月スタート） 
• ECBのOMT 

 
 

• 銀行監督：ECB 
 

• 銀行破綻処理：ECB＋EU
（欧州委員会） 

19

③イギリス残留・離脱問題 

 EC加盟：1973年 
• 大英帝国依存路線は失敗→

「英国病」→EEC加盟を望むも、
仏ドゴール大統領拒否権2度
行使（米国の「トロイの馬」） 

• 加盟後も“EEC”あるいは“EC”
と呼ばず“ Common Market”
と呼んだ 

• 大市場（輸出市場、英国企業
競争力強化）を望み、「共同体
（European Community）は関係ない 
 
 

クレバーな戦略成功 

20
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英国：「我関せず」 
→「ヨーロッパの未曾有の危機」を前に手前勝手 

21

将来も明るいはず：離脱願望why? 

米英は「普通の国」ではない：「老い
る世界」の中で：鍵は移民 

経済好調・未来展望→離脱願望
ｗｈｙ? 
• 2月中旬までの世論調査：残

留/離脱が拮抗 
• 60歳台以上層：離脱願望→大

国の思い出（EU＝独仏追随を
拒否） 

• 昨年春まで：残留志向強い→
難民流入・パリ同時テロの影
響？ 

• アメリカ「トランプ現象」との共
通性？→格差批判、反移民
［移民流入は繁栄のベースな
のに］ 
 

5000

5500

6000

6500

7000

7500

8000

8500

1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060

ＥＵ３大国の人口予想（単位：万

人） 

イギリス 

フランス 

ドイツ 

［出所］E. Commission, 2015 Ageing Report 
22
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（3）難民問題 
シェンゲン協定：ヒトの自由移動を保証 

①欧州統合の象徴＝ヒトの自
由移動は「平和」と「安定」
が前提→テロ、難民大量流入
で揺らぐ。 
 

②国境検査をなくすシェンゲ
ン協定：テロと難民・移民流
入で一部に国境検査復活。 
③シェンゲン協定の見直し→
物流コストの増大→ＥＵ経済
に打撃。 
④西北欧vs東欧（EU内部対
立）→北欧諸国、オーストリ
アなども国境管理導入 
⑤対ギリシャ、トルコ、シリ
ア 
 
 
 

     シェンゲン協定加盟26カ国 

23

21世紀初頭世界：新3分割新しい統合環境 
プレモダン・モダン（ニューモダン）・ポストモダン 

 

• ＥＵ＝ポストモダン・モ
デル 

• 21世紀ＥＵ：中・東欧を
10カ国以上加盟させた
→中・東欧諸国は（ニュー）モダ

ンのレベル→「ＥＵの理想が崩れ
かかっている」という議論 

• ＜「ニューモダン」のモダン

化＞が世界を動かす
（後ろ向き：中国、ロシア） 

［出所］日本経済新聞08.12.2015 24
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難民流入：過去の実績と今回 

25

  

難民大量流入→EU諸国で極右台頭、反統合
の動き加速 

 ①テロと移民の流入→ナショナ
リズムに基づく排他主義の高まり 
→極右の台頭、民族主義など反統
合の動きが加速。 
 

②仏の極右政党「国民戦線」ル・
ペン党首の存在感が増す。 
 

③英国離脱の動き：格差社会化と
並び、難民・移民大量流入・テロ
への反発が作用。 
 

④ＥＵ離脱を問う英国民投票が
2016年に早まり、英のＥＵ離脱が
現実味を帯びてくる。 

 

  仏ル・ペン国民戦線党首 

26
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ＥＵ：二〇世紀型統合と二一世紀の現実

３．評価と展望 

• １．リーマン・ショックから「21世紀」が始まった 
• －08年9月15日：リーマン破綻→グローバル金融
危機→ユーロ危機→先進諸国長期経済停滞 

• －小アメリカ主義：09年オバマ政権 
• －4兆元景気対策（中国）→過剰生産、尖閣、南
シナ海 

• －EU：ユーロ危機、難民危機 
• －ロシア：クリミア併合、ウクライナ紛争、シリア
軍事介入 

27

 
「21世紀」にリスボン条約は対応できない 

 
• リスボン条約：20世紀統合モデル＋拡大→
「21世紀」には機能不全 

• 「21世紀」のユーロ危機：EU運営条約を乗り
越えてユーロ危機ようやく沈静化：第125条
→ESM、第123条（1）→OMT、第127条（5）→銀
行同盟 

• 新しい条約が必要：「ヨーロッパ合衆国」型で
ないと機能できない 

28
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「３つのEU」（アンソニー＝ギデンズ） 

• 「EU１」 EU首脳会議→欧州委員会→閣僚理
事会（従来のEU統治機構） 

• 「EU２」 メルケル＋EU首脳（ドラギ総裁を含
む）→「EUを動かしている」→ユーロ危機yes、
難民危機では司令塔の役割を果たせていな
い 

• 「紙のヨーロッパ」 欧州委員会やEU機関の
将来展望文書・分析文書→実現能力をもたな
い 

29

中国のヨーロッパへの影響増大 
－GDP（購買力平価）で14年世界1位へ－ 

30
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ＥＵ：二〇世紀型統合と二一世紀の現実

条約改正について 

• →「ヨーロッパ合衆国
型」EUへ踏み込むしか
ない 
 

• アメリカがモデル 
• 連邦型統治機構が「21
世紀」EUにとってのモ
デル 

• さしあたって・・・ 
• 「2025年までにユーロ
圏財務省」（5 
Presidents’ Report, 
2015） 

• ユーロ圏財政移転機構 
• 難民危機に対応できる
対外国境警備・移民難
民対応機構 

31

EUの移民・移動同盟（ＭＭＵ）形成へ：2025年？ 

ＥＵ権限 

各国権限 

32
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「21世紀」ヨーロッパ問題を 
解決できるのはＥＵだけ 

• 究極的には「各国バラバラか」「ＥＵか」「有志連
合（先行統合）か」という選択になる。「バラバラ」
は混乱を深めるということが時間とともに分かっ
てくる。 

• 難民問題の現状はＥＵ各国バラバラに動き、国
境管理の一時的導入へ→①解決へ至らず混乱
が増す、②単一市場の物流コスト増大 

• “More Europe”：共同の国境管理、共同の難民
対応→米国の国境管理体制がモデルになる 

• 少数国（西欧南欧）の「有志同盟」が一時的に先
に進む方式もありうる 

33


